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法
人
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業

団
理
事
長
・
花
田
勗（
福
島
市
）

堀
川
産
業
㈱
代
表
取
締
役
・
堀

川
雅
治（
埼
玉
県
）ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
基
金
代
表
・
山
本
英
俊（
東
京

都
）株
式
会
社
岡
村
製
作
所
福
島

支
店
長
・
竹
原
輝
徳（
郡
山
市
）

株
式
会
社
ガ
リ
バ
ー
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
・
羽

鳥
兼
市（
東
京
都
）株
式
会
社
グ

ラ
ン
シ
エ
ル
セ
キ
シ
ョ
ウ
代
表

取
締
役
社
長
・
関
正
樹（
茨
城

県
）一
般
財
団
法
人
日
本
ロ
グ
ハ

ウ
ス
協
会
会
長
・
芳
賀
沼
養
一

（
東
京
都
）

▽
善
行
表
彰

　古
張
文
夫（
矢
祭
町
）佐
藤
雄
太

　（
福
島
市
）中
野
勝
浩（
駅
前
）原

田
宏
一（
駅
前
）吉
田
大
志
郎（
下

郡
山
）井
坂
晶（
中
央
）堀
川
章
仁

（
夜
の
森
駅
前
北
）佐
藤
正
憲（
福

島
市
）新
妻
学（
川
内
村
）佐
藤
眞

弓（
福
島
市
）

功労表彰を受賞された皆さん

功労表彰を受賞された皆さん

特別功労表彰を受賞された皆さん

功労表彰を受賞された皆さん

善行表彰を受賞された皆さん

（3）　広報とみおか

　東
日
本
大
震
災
以
降
３
年
ぶ
り

と
な
る
富
岡
町
表
彰
式
が
１
月
24

日
、
郡
山
市
の
迎
賓
館
グ
ラ
ン
プ

ラ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　式
に
は
町
民
や
企
業
、
団
体
関

係
者
約
２
０
０
人
が
出
席
。
地
方

自
治
の
進
展
や
農
業
・
消
防
の
分

野
で
の
地
域
貢
献
、
震
災
後
の
被

災
者
支
援
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に

特
別
功
労
表
彰
と
功
労
表
彰
が
、

震
災
直
後
に
身
を
挺
し
て
人
命
救

助
に
当
た
ら
れ
た
方
々
と
、
避
難

生
活
の
中
で
被
災
者
へ
の
医
療
・

救
護
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
方
々
に

善
行
表
彰
が
贈
ら
れ
、
宮
本
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

と
い
う
苦
難
を
乗
り
越
え
、ス
ポ
ー

ツ
で
町
民
に
勇
気
と
明
る
い
話
題

を
届
け
た
、
富
岡
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
、
富
岡
一
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

富
岡
高
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
同

部
OB
で
数
々
の
大
舞
台
で
好
成
績

を
収
め
た
桃
田
賢
斗
選
手（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
）、
に
も
功
労
表
彰
が
贈
ら

れ
、
出
席
者
が
そ
の
活
躍
を
称
え

ま
し
た
。

　

　表
彰
の
あ
と
、
宮
本
町
長
が「
皆

さ
ま
の
ご
尽
力
と
ご
支
援
に
対
し

ま
し
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
豊
富
な
識

見
と
尊
い
経
験
を
生
か
さ
れ
、
富

岡
町
の
復
興
と
避
難
が
続
く
町
民

に
対
し
、
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
」と
挨
拶
し
、
続

い
て
行
わ
れ
た
賀
詞
交
換
会
で
は
、

出
席
者
が
近
況
報
告
や
各
分
野
で

の
今
後
の
取
組
み
な
ど
を
話
し
合

い
な
が
ら
、
懇
親
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　表
彰
を
受
け
た
個
人
、
団
体
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

▽
特
別
功
労
表
彰

　渡
邉
起
代
一（
小
良
ヶ
浜
）猪
狩

弘
二（
清
水
）堀
川
和
也（
岩
井

戸
）黒
澤
英
男（
大
菅
）渡
邉
三
男

（
小
良
ヶ
浜
）塚
野
芳
美（
西
原
）

▽
功
労
表
彰

　渡
辺
晃（
中
央
）中
野
正
幸（
王

塚
）渡
邉
英
博（
仲
町
）髙
野
泰

（
中
央
）山
本
育
男（
下
千
里
）三

瓶
一
昭（
仲
町
）渡
邉
董
綱（
下
千

里
）塚
越
教
雄（
新
夜
ノ
森
）堀
本

伸
生（
上
本
町
）桃
田
賢
斗（
香
川

県
）富
岡
町
立
富
岡
第
一
中
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
福
島
県
立

富
岡
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
、
福
島
県
立
富
岡
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
、
石
黒
紀
昭（
新
夜

ノ
森
）橋
元
照
機（
東
京
都
）森
勝

寛（
大
阪
府
）財
団
法
人
全
国
市

町
村
振
興
協
会
会
長
・
山
野
岳

義（
東
京
都
）株
式
会
社
デ
ィ
ー

エ
イ
チ
シ
ー
代
表
取
締
役
・
吉

田
嘉
明（
東
京
都
）Marching J

代

表
・
近
藤
真
彦（
東
京
都
）財
団

表彰を受ける富岡高校バドミントン部主将の林達也さん
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岡
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式



よ
り
良
い
生
活
環
境
の
整
備
の
た
め
に

大
玉
村
と
富
岡
町
が
復
興
公
営
住
宅
整
備
協
定
を
締
結

　大
玉
村
へ
の
復
興
公
営
住
宅（
災
害
公
営

住
宅
）建
設
に
向
け
た「
富
岡
町
避
難
者
支
援

の
た
め
の
災
害
公
営
住
宅
整
備
に
関
す
る
協

定
書
」の
調
印
式
が
２
月
19
日
、
大
玉
村
役

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　式
で
は
樵
隆
男
県
避
難
地
域
復
興
局
長
の

立
会
い
の
も
と
、
押
山
利
一
大
玉
村
長
と

宮
本
町
長
が
協
定
書
に
調
印
。
押
山
村
長
が

「
原
発
事
故
以
来
ご
縁
の
あ
る
富
岡
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
、
仮
設
住
宅
で
で
き
た
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
保
ち
つ
つ
、
大
玉
村
民
と

も
交
流
を
深
め
な
が
ら
良
い
環
境
で
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
、
宮

本
町
長
が「
震
災
直
後
の
避
難
所
設
置
や
仮

設
住
宅
用
地
へ
の
ご
対
応
な
ど
が
復
興
住

宅
の
建
設
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を
整
え
て
い
た
だ

き
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
」と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　大
玉
村
が
整
備
・
運
営
を
行
う
復
興
公
営

住
宅
は
、
２
L
D
K
と
３
L
D
K
様
式
の

一
戸
建
て
で
、
建
設
数
は
67
戸
。
富
岡
町
民

が
優
先
的
に
入
居
で
き
、
入
居
開
始
時
期
は

平
成
27
年
度
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
富

岡
・
大
玉
両
町
村
民
が
交
流
を
深
め
、
生
き

が
い
づ
く
り
の
で
き
る
環
境
と
し
て
、
敷
地

内
に
は
芝
生
を
敷
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

や
、
水
車
で
粉
を
ひ
き
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
作

れ
る
施
設
が
整
備
さ
れ
る
ほ
か
、
発
電
し
た

電
気
の
一
部
を
住
宅
に
供
給
で
き
る
小
水
力

発
電
施
設
も
建
設
さ
れ
ま
す
。

　調
印
式
に
は
大
玉
村
の
佐
藤
悟
議
会
議

長
、
佐
藤
吉
郎
教
育
長
、
富
岡
町
の
塚
野
議

会
議
長
、
齊
藤
副
町
長
ら
が
同
席
し
、
今
後

も
両
町
村
民
の
交
流
促
進
や
町
民
の
生
活
安

定
へ
の
取
組
み
を
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
を

確
認
し
合
い
ま
し
た
。

左から宮本町長、押山利一 大玉村長、
立会人の樵隆男 県避難地域復興局長

　東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発

事
故
の
影
響
で
通
行
止
め
と
な
り
、

平
成
24
年
３
月
か
ら
復
旧
工
事
が
行

わ
れ
て
い
た
常
磐
自
動
車
道
・
広
野

IC
〜
常
磐
富
岡
IC
間
が
２
月
22
日
に

再
開
通
し
、
一
般
車
両
の
走
行
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　再
開
通
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
式
典

に
は
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
、
太

田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
、
双
葉
郡
各

町
村
長
ら
約
１
０
０
人
が
列
席
。
佐

藤
知
事
が「
予
定
よ
り
早
く
再
開
通

し
、
避
難
地
域
そ
し
て
本
県
の
復
興

に
弾
み
が
つ
く
」と
挨
拶
し
、
太
田
国

交
大
臣
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　式
典
後
は
、
仏
教
詩
人
の
故
・
坂

村
真
民
氏
作「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」

が
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
の
除
幕
が
行

わ
れ
、
列
席
者
が
被
災
地
の
さ
ら
な

る
復
旧
・
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　常
磐
道
の
再
開
通
に
よ
り
復
興
の

加
速
化
が
見
込
ま
れ
、
ま
た
一
時
帰

宅
の
際
の
利
便
性
が
高
ま
る
一
方
、

今
後
は
さ
ら
に
不
特
定
多
数
の
町
内

立
入
り
者
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
消
防
団
を
中
心
に
結
成
し
た

「
と
み
お
か
守
り
隊
」と
民
間
警
備
会

社
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
町

内
全
域（
40
ヵ
所
）に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
過
日
、
宮
本
町
長
が
警
戒

強
化
を
要
請
し
た
双
葉
警
察
署
と
共

に
、
防
犯
体
制
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

祈念プレートの除幕を行う太田国交大臣（前列右から
３人目）佐藤知事（前列左から５人目）ら

式典後、試走に向かう車列

復興の加速化へ  常磐自動車道 広野IC ～ 富岡IC間（16.4㎞）が再開通
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津
波
被
災
地
か
ら
安
全
な
土
地
へ

　
　
　

    

集
団
移
転
の
是
非
を
考
え
る
勉
強
会
を
開
催 

　町
は
、
津
波
被
災
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」に
つ
い
て

学
び
考
え
る
勉
強
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、
毛
萱
行
政

区
、
仏
浜
行
政
区
、
小
浜
行
政
区
の
一
部
、
下

郡
山
行
政
区
の
一
部
の
住
民
の
皆
さ
ん
で
、
区

画
整
理
該
当
地
区
以
外
の
方
に
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

　防
災
集
団
移
転
と
は
、
大
き
な
津
波
被
害
が

あ
っ
た
場
所
か
ら
、
高
台
な
ど
津
波
の
来
な
い

安
全
な
土
地
に
集
団
で
移
住
す
る
も
の
で
す
。

防
災
集
団
移
転
は
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
成

立
を
目
指
す
事
業
で
、
事
業
を
行
う
か
ど
う
か

は
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
向
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま

す
。　事

業
に
参
加
す
る
に
は
、
自
宅
な
ど
居
住
し

て
い
た
土
地
を「
移
転
促
進
区
域
」に
設
定
す
る

必
要
が
あ
り
、
移
転
促
進
区
域
と
な
っ
た
土
地

は
、
以
後
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
土
地
は
町
が
買
い
上
げ
、
住
民
は
住
宅
団

地
な
ど
安
全
な
場
所
に
住
居
を
移
し
ま
す
。「
移

転
促
進
区
域
」は
、
土
地
の
売
却
を
希
望
す
る

住
民
同
士
で
あ
る
程
度
の
線
引
き
を
行
い
、
町

な
ど
と
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

　勉
強
会
は
２
月
１
日（
い
わ
き
会
場
）、
同
13

日（
郡
山
市
）、
同
14
日（
い
わ
き
市
）で
開
か
れ

ま
し
た
。
勉
強
会
で
は
、
防
災
集
団
移
転
の
実

施
あ
り
き
で
は
な
く
、
防
災
集
団
移
転
が「
成

り
立
つ
か
ど
う
か
」を
住
民
目
線
で
判
断
す
る

た
め
、
国
や
県
の
専
門
家
も
交
え
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　第
１
回
勉
強
会
で
は
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
が
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
確
認
し

た
上
で
、
津
波
で
被
災
し
た
土
地
の
今

後
の
扱
い
や
、
住
宅
団
地
に
求
め
る
機

能
な
ど
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
話
し
合

い
、
続
い
て
町
内
の
津
波
被
災
地
区
や

移
転
先
候
補
地
数
カ
所
を
バ
ス
で
巡
る

見
学
会
を
開
き
ま
し
た
。
第
２
回
勉
強

会
で
は
、
一
番
良
い「
移
転
促
進
区
域
」

の
設
定
の
方
法
や
、
移
転
先
の
住
宅
団

地
を
ど
う
い
っ
た
土
地
に
す
る
か
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　今
後
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん

の
最
終
的
な
意
向
を
伺
い
、
防
災
集
団
移

転
が「
成
り
立
つ
か
ど
う
か
」を
決
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

復
興
住
宅
と
一
体
整
備
へ

　町
は
、
将
来
町
内
に
帰
還
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
う
ち
、
希
望
す
る
方
々
が
住
ま
わ
れ

る
復
興
公
営
住
宅
を
町
内
低
線
量
地
域
に

整
備
す
る
方
針
で
す
。
整
備
開
始
時
期
、

戸
数
な
ど
は
未
定
で
今
後
の
検
討
課
題
で

す
が
、
町
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創

出
・
維
持
の
た
め
、
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
の
移
転
先
候
補
地
に
隣
接
す
る
予
定

で
す
。

　詳
し
く
は
、
今
後
策
定
さ
れ
る「
富
岡

町
災
害
復
興
計
画（
第
２
次
）」な
ど
に

盛
り
込
む
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

子安大橋から津波被災地を見学する参加者の皆さん

防集事業とは
津波などの災害の危険がある場所から、町が整備する
住宅団地など安全な場所に集団で移転する事業です。

ここがポイント

公園集会施設

道　路

集団移転

集団移転先（住宅団地） 移転促進区域

海

他地区へ
単独移転

・移転促進区域の「半数以上」で「５戸以上」が住宅団地に移転する
　ことが必要です。
・ 町と皆さんで話し合って「移転促進区域」を設定します。
  既存の行政区や部落にこだわりません。　

移転促進区域を設定すると、こんなメリットがあります

平成 29 年以降の帰還に向けて、防集事業では、3 月までに
移転促進区域や住宅団地について町の皆さんの話し合いと合
意が必要となります。

・町が宅地や隣接農地を買い上げることができます。
・住宅移転費用等の補助（他地区へ単独移転する場合も補助が 
　あります）。
・住宅建設・土地購入に対する補助。

広報とみおか　（4）



お知らせ
　　各

種
証
明
書
等
の
交
付
手
数
料

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　窓
口
申
請
の
場
合
は
現
金
、
郵

便
請
求
の
場
合
は
現
金
書
留
ま

た
は
郵
便
小
為
替（
切
手
、
印
紙
、

証
紙
は
不
可
）で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
期
限
切
れ
の
為
替
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
郵
便
請
求
は
、
郡
山

事
務
所
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
郵
便
請
求
に
つ
い
て
は

必
要
書
類
等
同
封
物
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
申
請
書
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド【
住
民
票
・
戸
籍
謄
本

等
の
交
付
に
つ
い
て
】を
参
照
い

た
だ
く
か
、
担
当
係
ま
で
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

住
民
課 

住
民
係

手数料を徴収する事項 手数料の金額

住民票

世帯全員の写し（謄本）

１人から５人まで 200円

６人から10人まで 400円

11人以上 500円
一部の写し（抄本）
記載事項証明書 １件につき　　 200円

住民基本台帳カード交付 １件につき　　 500円

戸　籍

謄本(全部事項証明書)
抄本(個人事項証明書) １通につき　　 450円

除籍全部事項証明
除籍個人事項証明
除籍謄本・抄本
改製原戸籍謄本・抄本

１通につき　　 750円

戸籍届出の受理証明書
戸籍届書に記載した事項の証明書
独身証明書

１通につき　　 350円

戸籍の附票
身分証明書 １件につき　　 200円

印　鑑 印鑑登録証（カード）交付
印鑑登録証明書 １件につき　　 200円

届出避難場所証明書の発行について

　町では、東日本大震災における原子力発電所事故により、住民票を移さずに避難を余儀なくされている方に
対して、生活上の支障が生じないよう原発避難者特例法に基づき「届出避難場所証明書」を発行しています。
　「届出避難場所証明書」は、富岡町もしくは避難先市町村に避難を届出している方について、届出している避
難場所を証明するもので、民間契約等の際に相手方から避難場所の証明を求められた場合などに使用できます。

▶対象者
　現在、富岡町の住民基本台帳に登録されている方で、

富岡町に避難場所を届出している方。
　※避難場所の届出をしていない方や避難場所を移動されて

　未届けの方は、避難場所の届出をしてください。
▶手数料　無料
▶受付場所
　富岡町役場郡山事務所住民課・いわき支所・
　三春出張所・大玉出張所
▶必要なもの
　・本人確認できるもの（運転免許証等顔写真付きの公

　的証明書、健康保険証、住基カードなど）
　・印鑑
▶請求できる方
　・本人または同一世帯の方
　※代理人が申請する場合は、委任状が必要となります。
▶郵便請求する場合に必要なもの
　①請求書（町ホームページからダウンロードできます）
　　※任意様式も可
　②返信用封筒（切手貼付）
　　※当該避難場所以外へは送付できません。
　③本人確認ができる書類のコピー（運転免許証、健康

　保険証など）
　　※ファックス、電子メールによる申請は不可　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

問 住民課 住民係

お知らせ

住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
登
録
証
明
書
等

交
付
手
数
料
に
つ
い
て

（7）　広報とみおか

郵便申請する際に必要な項目及び記載例
　（請求者の名前）　　富岡　太郎
　（富岡町の住所）　　富岡町大字本岡字王塚622－１
　（ 生 年 月 日 ）　　昭和30年４月１日
　（ 性 別 ）　　男
　（ 電 話 番 号 ）　　0120－336－466
　
　 （必要な方の名前）　　富岡　太郎
　（富岡町の住所）　　富岡町大字本岡字王塚622－１
　（ 生 年 月 日 ）　　昭和30年４月１日
　（ 性 別 ）　　男
　（ 避 難 場 所 ）　　郡山市大槻町字西ノ宮48－５
　（当該避難場所における滞在開始日）　　　　平成23年12月19日
　（ 必 要 な 部 数 ）　　１部
　（請求者との関係）　　本人
　（ 使 用 目 的 ）　　銀行口座開設のため

〒963－0201
郡山市大槻町字西ノ宮48－５
富岡　太郎

切 手

▼返信用封筒に切手を貼り、送付先の住所をお書きください。
［記入例］

復
興
に
向
け
て
の
取
組
み
を
説
明

　
        

　
　
　

    

県
内
外
７
ヵ
所
で
町
政
懇
談
会
を
開
催

　長
引
く
避
難
生
活
の
現
状
や
今
後
の
取
組
み

な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
の
町
政
懇
談
会

が
、
県
内
外
７
会
場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　１
月
19
日
か
ら
２
月
12
日
ま
で
13
回
行
わ
れ

た
懇
談
会
に
は
、
延
べ
２
，２
０
０
人
の
町
民

が
参
加
。
宮
本
町
長
が「
適
切
な
情
報
の
提
供

を
心
が
け
、
山
積
す
る
課
題
の
解
決
と
町
民
の

意
見
集
約
、
合
意
形
成
を
目
指
し
、
町
を
復
興

し
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」と
挨
拶
し
た
あ
と
、
町
の

担
当
者
が
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
状
況
や
原
子

力
損
害
賠
償
審
査
会
の
中
間
指
針
、
除
染
、
防

犯
体
制
な
ど
20
項
目
に
亘
り
説
明
を
行
い
ま
し

た
。　参

加
し
た
町
民
か
ら
は
、
除
染
や
復
興
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
要
望
の
ほ
か
、
賠
償
や
住

宅
問
題
、
ゴ
ミ
問
題
な
ど
の
意
見
・
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　な
お
、
町
政
懇
談
会
で
お
配
り
し
た
資
料

は
、
広
報
と
み
お
か
３
月
号
に
同
封
し
町
民

の
皆
さ
ま
へ
お
配
り
す
る
と
同
時
に
、
準
備

が
整
い
次
第
、
懇
談
会
で
の
説
明
時
の
動
画

を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　環
境
省
で
は
、
富
岡
町
内
に
放
置

さ
れ
て
い
る
津
波
で
被
災
し
た
車
両
、

農
機
、
船
舶
な
ど
の
撤
去
・
処
分
に

先
立
ち
、
所
有
者
及
び
使
用
者
の
方

が
撤
去
・
処
分
を
希
望
さ
れ
る
か
ど

う
か
の
意
向
確
認
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▽
被
災
車
両
等
の
確
認
に
つ
い
て

　被
災
車
両
等
の
詳
細
情
報（
写
真
、

所
在
地
等
）は
、
環
境
省
福
島
環
境
再

生
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
、
い
わ
き

支
所
、三
春
出
張
所
、大
玉
出
張
所（
以

下
・
富
岡
町
役
場
）で
も
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
お
心
あ
た
り
の
あ
る
方
は

ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
意
向
確
認
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

　詳
細
情
報
の
中
に
所
有
ま
た
は
使
用
さ

れ
て
い
た
被
災
車
両
等
が
あ
る
場
合
は
、

被
災
車
両
等
の
撤
去
・
処
分
に
関
す
る

「
意
向
確
認
書
」を
富
岡
町
役
場
ま
た
は
環

境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所
ま
で
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ナ
ン
バ
ー
等
か
ら

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
が
判
明
で
き
る
場

合
は
、
環
境
省
よ
り
必
要
書
類
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
に
関
し
ま

し
て
は
、
前
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
富
岡
町
役
場
に
て
書
類

を
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

　遠
方
に
避
難
さ
れ
て
い
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り「
意
向
確
認
書
」の
提
出

が
困
難
な
場
合
は
、
左
記
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
の
方

が
自
ら
引
き
取
る
こ
と
を
希
望
す
る
旨
の

「
意
向
確
認
書
」を
ご
提
出
に
な
っ
た
被
災

車
両
等
を
除
き
、
前
記
の
詳
細
情
報
に
掲

載
さ
れ
た
被
災
車
両
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
26
年
３
月
26
日（
大
字
小
浜
の

富
岡
川
北
側
の
区
域
で
新
た
に
確
認
さ
れ

た
被
災
車
両
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

26
年
5
月
28
日
）以
降
、
や
む
を
得
ず
環

境
省
が
撤
去
・
処
分
を
開
始
い
た
し
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

環
境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　

 

富
岡
町
被
災
車
両
等
担
当

    

☎
０
２
４ ‒

９
８
３ ‒

０
６
１
０

あいさつを述べる宮本町長

４回で約1,100人が参加した郡山会場

沿岸部に放置されている津波被災車両

富岡町内における被災車両等の所有者確認にご協力ください

広報とみおか　（6）



平
成
26
年
度

町
臨
時
職
員
登
録
の
ご
案
内

　町
で
は
、
必
要
に
応
じ
各
種
業

務
の
補
助
員
と
し
て
雇
用
す
る
臨

時
職
員
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
雇
用
期
間
は
不
確
定
と
な

り
ま
す
。

▼
職
務
内
容

　一
般
事
務（
Wo
r
d
、
Exce
l

が
で
き
る
方
）、
避
難
者
支
援
業
務

▼
雇
用
期
間

　６
ヶ
月
以
内

▼
職
務
時
間

　町
職
員
の
勤
務
時
間
に
準
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
職
務
に
よ
り
勤
務
時
間

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
手
続
き

　市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
富
岡
町
役
場
郡
山

事
務
所
総
務
課
に
郵
送
又
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
履
歴
書
の
現
住
所
欄
に
住
民
登
録

の
あ
る
住
所
、
連
絡
先
欄
に
避
難

先
住
所
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　平
成
26
年
３
月
10
日（
月
）〜

　平
成
26
年
３
月
20
日（
木
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場

合
は
３
月
20
日
当
日
消
印
有
効
。

問 

総
務
課 

総
務
係

平
成
26
年
度
保
育
士
業
務
嘱
託
員
・

児
童
厚
生
員
業
務
嘱
託
員
の
募
集

【
保
育
士
業
務
嘱
託
員
】

▼
対
象

　20
歳
以
上
で
保
育
士
資
格
を
有

す
る
者

▼
勤
務
地

　と
み
た
さ
く
ら
保
育
施
設（
郡

山
市
）又
は
あ
だ
た
ら
つ
つ
じ

保
育
施
設（
大
玉
村
）

【
児
童
厚
生
員
業
務
嘱
託
員
】

▼
対
象

   

20
歳
以
上
で
保
育
士
、幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
の
教
諭
と
な
る

資
格
を
有
す
る
者

▼
勤
務
地

　こ
お
り
や
ま
児
童
ク
ラ
ブ

▼
業
務
内
容

　児
童
の
遊
び
を
指
導
す
る

ー
共
通
事
項
ー

▼
採
用
人
数

　

　若
干
名

▼
雇
用
期
間

　平
成
26
年
４
月
１
日
〜

　平
成
27
年
３
月
31
日

▼
選
考

　面
接
及
び
作
文

▼
選
考
日

　平
成
26
年
３
月
19
日（
水
）

▼
申
込
方
法

　履
歴
書
及
び
資
格
証
の
写
し
を

富
岡
町
役
場
郡
山
事
務
所
健
康

福
祉
課
福
祉
係
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　平
成
26
年
３
月
３
日（
月
）〜

　平
成
26
年
３
月
17
日（
月
）

問 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

町
民
交
通
傷
害
保
険
申
込
受
付

　町
で
は
、
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
受
付
を
行
い
ま
す
。

　車
両（
自
動
車
・
バ
イ
ク
・
電

車
・
自
転
車
）等
に
乗
車
中
、
衝

突
や
転
倒
し
た
場
合
に
保
険
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
避
難
先
の
慣

れ
な
い
土
地
で
の
事
故
に
備
え
、

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　26
年
度
の
加
入
は
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
、
富
岡
町
に
住
民
票

を
有
す
る
事
を
条
件
と
し
、
年
額

１
口
３
６
０
円（
月
額
30
円
）で
、

１
人
２
口
ま
で
申
込
み
で
き
ま

す
。　ま

た
、
町
で
は
下
記
の『
補
助

加
入
で
き
る
方
』に
挙
げ
た
方
々

へ
一
口
分
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
補
助
申
請
を
省
略

し
１
口
分
の
加
入
手
続
き
を
行

い
ま
す
。（
保
育
所
及
び
幼
稚
園

に
通
う
お
子
様
は
申
請
が
必
要
で

す
。
対
象
世
帯
へ
は
、３
月
下
旬
、

個
別
に
補
助
申
請
書
の
送
付
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

　な
お
、
追
加
の
一
口
分
に
つ
い

て
は
、
自
己
負
担
で
の
加
入
と
な

り
ま
す
。
加
入
受
付
は
、
富
岡
町

役
場
郡
山
事
務
所
及
び
い
わ
き
支

所
、
各
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
で
の
受
付
も
行
い
ま
す
の

で
、
郡
山
事
務
所
生
活
環
境
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
加
入
で
き
る
方（
４
月
１
日
現

　在
、
富
岡
町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
）

・
避
難
先
の
保
育
所
に
通
う
幼
児

・
避
難
先
の
幼
稚
園
に
通
う
園
児

・
避
難
先
の
小
学
校
に
通
う
児
童

・
避
難
先
の
中
学
校
に
通
う
生
徒

・
70
歳
以
上
の
方（
４
月
１
日
で

70
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
）

▼
支
払
わ
れ
る
主
な
保
険
金（
１
口
に
つ
き
）

・
死
亡
・
重
度
障
が
い
の
場
合

１
０
０
万
円

・
治
療
を
受
け
た
場
合

５
千
円
〜
12
万
円

※
10
万
円
以
上
の
請
求
を
行
う
場

合
、
事
故
証
明
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
重
度
の
怪
我
を

負
っ
た
際
は
警
察
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
歩
行
中
に
転
倒
し
た
場
合
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　平
成
26
年
３
月
24
日（
月
）〜

問 

生
活
環
境
課 

消
防
交
通
係

　ごみは分別した上で、上記の回収日にお出しください。
　粗大ごみやリサイクル対象家電・危険物等は、ごみステー
ションでの回収はいたしません。詳しい分別方法やごみの出
し方については、12月20日の広報お知らせ版に同封の「平成
26年１月からのご家庭の片付けごみの回収について（お知ら
せ）」又は町ホームページをご参照ください。４月以降のごみ
カレンダーにつきましては、改めてお知らせいたします。

日 月 火 水 木 金 土
１

5 6 72 3 4 8

12 13 14９ 10 11 15

19 20 2117 18 22

26 27 28 2924 25
燃えるごみ、ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日
23

3130

16

平成26年 3月　

燃えるごみ、ごみ出し日

燃えるごみ、
ごみ出し日

富岡町内片づけごみ回収カレンダー
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お知らせ お知らせ

医
療
費
一
部
負
担
金
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
金
の

免
除
期
間
延
長
に
つ
い
て

　現
在
、
原
発
被
災
者
の
方
が
医

療
機
関
等
を
受
診
し
た
際
に
支
払

う
窓
口
負
担
金
は
、
平
成
26
年

２
月
28
日
ま
で
免
除（
入
院
時
食

事
代
や
接
骨
院
等
の
療
養
費
を

除
く
）と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で
免
除
期

間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　免
除
期
間
延
長
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
一
部
負
担
金
免
除
証
明
書

を
２
月
20
日
に
簡
易
書
留
で
送
付

し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
等
を
受

診
す
る
際
は
、
保
険
証
と
一
部
負

担
金
免
除
証
明
書
の
両
方
を
忘
れ

ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
提
示

が
無
い
場
合
、
免
除
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
免
除
も
１
年
間
延
長
と
な

り
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
引
き
続

き
免
除
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
免

除
証
明
書
の
発
行
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

※
国
民
健
康
保
険
加
入
者

世
帯
加
入
者
分
を
一
括
し
て
世

帯
主
宛
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
世
帯
員
が
別
に
お
住
ま

い
の
場
合
、
お
手
数
で
も
世
帯

主
か
ら
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

加
入
者
本
人
宛
に
送
付
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い

て
い
る
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

  

医
療
保
険
】

　住
民
課 
国
民
年
金
係

【
介
護
保
険
】

　健
康
福
祉
課 

介
護
保
険
係

【
社
会
保
険
等
】

　加
入
さ
れ
て
い
る
保
険
組
合
・

　事
業
所
な
ど

一
部
負
担
金
免
除
の
期
間
延
長
に

伴
う
助
成
・
給
付
事
業
に
つ
い
て

　乳
幼
児
及
び
子
ど
も
医
療
助
成

受
給
者
・
重
度
心
身
障
害
医
療
費

給
付
受
給
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
受
給
者
は
、
医
療
費
の

一
部
負
担
金
が
免
除
さ
れ
る
平
成

27
年
２
月
28
日
ま
で
の
間
、
一
部

負
担
金
免
除
の
特
例
措
置
が
優
先

と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
一
部
負
担
金
免
除
の
特

例
措
置
対
象
か
ら
外
れ
る
左
記
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ

り
助
成
い
た
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象

①
入
院
食
事
医
療
費

※
重
度
心
身
障
害
医
療
費
給
付
受

給
者
を
除
く
。

②
医
療
保
険
で
適
用
と
な
る
柔
道

整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
・
は
り
・
き
ゅ
う
師
の

施
術
費
、
治
療
用
の
補
装
具
費

▼
一
部
負
担
金
免
除
が
終
了
し
た

受
給
者
の
取
扱
い

　一
部
負
担
金
免
除
の
特
例
措
置

が
終
了
し
た
受
給
者
は
、
自
己
負

担
し
た
医
療
費
を
申
請
に
よ
り
助

成
し
ま
す（
乳
幼
児
及
び
子
ど
も

医
療
助
成
受
給
者
は
、
必
ず
受
給

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
）。

問 【
乳
幼
児
及
び
子
ど
も
医
療
助
成
事
業
】

　住
民
課 
国
保
年
金
係

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
事
業
・  

 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
】

　健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　清水行政区の皆さまへ
平成25年度 清水行政区通常総会開催のお知らせ

　清水行政区通常総会を下記のとおり開催いたします。
多くの皆さまのご出席をお待ちしております。

１．日　時　　平成26年３月30日（日）
　　　　　　　午後１時 ～ ３時
２．場　所　　かんぽの宿いわき　会議室
　　　　　　　（いわき市平藤間字柴崎60）
３．内　容　　・平成25年度 事業、会計報告
　　　　　　　・平成26年度 事業、会計審議
　　　　　　　・その他

※総会終了後、宿泊で親睦会を予定しております。
　希望される方は、後日送付いたします案内をご覧
　ください。

　　◇問合せ先
　    ・区　長　　猪狩 　浩（☎090－6789－7725）
　　・副区長　　渡辺 長一（☎090－2271－1546）

西原行政区の皆さまへ

　東日本大震災から早３年になりますが、西原行政区
も除染開始等わずかな灯火が見えるものの、全体的な
復興はまだまだ進まないようです。先の見えない避難
生活に大変苦慮されている事と思いますが、１日も早
く安定した生活環境が確立できるよう行政に求めたい
ところです。
　間もなく新年度を迎えますが、西原行政区の役員改
選の時期となりましたので、先日役員会を開催し、退
任する区長ならびに副区長の後任人事について慎重審
議を行った結果、下記のとおり新役員が決定いたしま
した。本来ならば行政区の総会を開き区民の皆さまの
ご承認をいただくところですが、現在の状況から町の
広報紙に掲載しお知らせすることにより、皆さまのご
承認をいただくことになりましたことをご理解くださ
るようお願いいたします。            〈区長　小野 一男〉

     ・新 区 長　高木 紀夫さん（☎090－6221－5878）
     ・新副区長　平良 克人さん（☎090－1492－1132）
　　　　　　　　　　　          ※他の各役員は留任
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県
道
36
号（
小
野
富
岡
線
）の

特
別
通
過
交
通
ル
ー
ト
化
に
つ
い
て

　広
報
と
み
お
か
２
月
号
お
知
ら

せ
版
２
ペ
ー
ジ
で
、
常
磐
富
岡
IC

再
開
通
に
伴
う
県
道
36
号（
大
菅

ゲ
ー
ト
〜
国
道
６
号
）の
通
行
に

つ
い
て
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
す

る
と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
関
係
す

る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
特
別
通
過
交
通
に
指
定
化
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
改
め
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

◆
特
別
通
過
交
通
に
追
加
さ
れ
た

道
路

　県
道
36
号（
大
菅
ゲ
ー
ト（
J
R

ご
道
橋
）〜
国
道
６
号
）

◆
指
定
化
日
時

　平
成
26
年
２
月
22
日（
土
）

　

◆
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

①
平
成
26
年
２
月
22
日（
土
）〜

　平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

　臨
時
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

  

（
常
磐
富
岡
IC
駐
車
場
）

②
平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）〜

　高
津
戸
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場

（
常
磐
富
岡
IC
付
近
の
県
道
36

号
沿
い
）

◆
特
別
通
過
交
通
制
度
の
概
要
等

　３
月
中
に
発
行
予
定
の「
立
入

り
の
し
お
り
」第
２
版
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

⑴
特
別
通
過
交
通
制
度
は
対
象
と

な
る
事
項
が
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
申
請
す
れ
ば
必
ず
し
も
通

行
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

⑵
大
熊
町
内
の
県
道
35
号
に
つ
い
て

も
、
４
月
１
日
に
特
別
通
過
交
通

に
指
定
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

⑶「
帰
還
困
難
区
域
」を
通
過
し
て

「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」又

は「
居
住
制
限
区
域
」に
一
時
帰

宅
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
大

菅
ゲ
ー
ト
か
ら
立
入
り
を
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。

　（
例
：
南
相
馬
市
へ
避
難
し
て

い
る
が
上
手
岡
の
自
宅
へ
一
時

帰
宅
す
る
場
合
）
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　後納制度は、過去10年間に納め忘れた保険料を納付することにより、将来の年金額を増やすことができるも
のです。また、年金を受給できなかった方は後納制度を利用することで年金が受けられる場合があります。過
去10年以内に納め忘れの保険料がある方は、ぜひ後納制度をご利用ください。
　なお、後納制度が利用できる期限は平成27年９月30日までとなっています。お早めに申込みください。

　すでに後納制度を申込まれた方で、平成16年４月以降分の後納保険料の納付がお済みでない方は、納付書に
記載された使用期限（平成26年３月31日）までに納付をお願いします。なお、使用期限までに納付できなかった
方が、平成26年４月以降に納付を希望される場合は、新たな加算額による納付書を発行しますので「国民年金
保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所にご連絡ください。

【ご注意】
平成16年３月以前の後納保険料は、10年を超えるため平成26年４月以降は納付できません。

　国民年金保険料専用ダイヤル（ナビダイヤル）０５７０－０１１－０５０
　０５０から始まる電話でおかけになる場合は　０３‒６７３１‒２０１５
　＜受付時間＞ 　月曜日　　 午前８：30～午後７：00
　　　　　　　 　火～金曜日 午前８：30～午後５：15
  　　　　　　  　第２土曜日 午前９：30～午後４：00 

※お問合せの際は基礎年金番号がわかるものをご用意ください。
※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に午後７：00まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。 
※ナビダイヤルは、一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも、市内通話料金でご利用いただけます。
　ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。
※「03‒6731‒2015」の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料金がかかります。 
※「0570」の最初の「０」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していますので、おかけ
　間違いにはご注意ください。

お知らせ

常
磐
線

常
磐
自
動
車
道

112

35

36

夜ノ森駅夜ノ森駅

蛇谷須浄化
センター
蛇谷須浄化
センター

常磐富岡 IC常磐富岡 IC

リフレ
富岡
リフレ
富岡

交番交番
夜ノ森
郵便局
夜ノ森
郵便局

富岡
自動車
学校

富岡
自動車
学校

高津戸
スクリーニング場

臨時
スクリーニング場

大菅ゲート

追加されたルート

問 

生
活
支
援
課 

避
難
生
活
支
援
係

後納保険料の納付書の「使用期限」にご注意ください

国民年金後納制度で将来の年金額を増やせます

後納制度の申込み・納付書の再発行のお問合せ

国民年金後納制度のお知らせ
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お知らせ

　町では町民の皆様が一時立ち入り等の際に重大な災害が発生した場合、又は災害が発生する恐
れがある場合は、下記の内容により広報活動を実施いたします。

（※１）Ｊアラート（全国瞬時警報システム）とはミサイル攻撃・テロ等の武力攻撃、緊急地震速報、津波
注意警報等々が発令された場合に直ちに防災無線でお知らせするシステムです。

（※２）エリアメールとは気象庁が緊急地震速報として利用しているシステムで、一定エリア内の携帯電
話に情報を配信するシステムです。（エリアメールは携帯電話の機種や設定により受信できない
場合がありますので、事前に携帯電話会社にご相談ください）

万が一、災害が発生した場合はラジオ・テレビ等の情報を確認し、避難の際は道路・橋梁・がけ崩れ等
の安全確認を行い、冷静に行動されますようお願いいたします。

緊急時の連絡体制について

連　絡

110番 119番 通報

国

福 島 県

自 治 体

消　　防

原発災害

自然災害

町　内

町内立入り者への広報活動

・防災無線
・Jアラート（※１）
・エリアメール（※２）
・広報車等

TV、ラジオでの情報発信

警　　察

報道機関

情報発信

問 生活環境課
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診療科目：内科・外科・歯科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

近
、
元
気
が
な
く
な
っ
た
り
、
物

忘
れ
が
多
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

　ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
道

路
や
玄
関
周
り
が
凍
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
滑
っ
て
転
ん
だ
り
は
し
て
い

ま
せ
ん
か
？
こ
の
冬
の
間
に
ウ
ッ
カ
リ
滑
っ

て
転
倒
し
、
頭
を
ぶ
つ
け
た
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
ぶ
つ
け
た
と
き
は
何
と
も
な
か
っ
た

の
に
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
頭
痛
・
食
欲
低

下
・
物
忘
れ（
ボ
ケ
）が
出
現
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
実
は
、
頭
を
打
撲
後
１
ヵ
月
く
ら

い
し
て
か
ら
発
症
す
る
病
気
と
し
て
慢
性
硬

膜
下
血
腫
が
あ
り
ま
す
。
頭
を
強
く
打
た
な

く
て
も
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

頭
を
ぶ
つ
け
た
本
人
で
も
打
撲
を
覚
え
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
で
す
。

　慢
性
硬
膜
下
血
腫
は
頭
部
外
傷
に
て
発
症

し
ま
す
。
軽
微
な
外
傷
で
も
発
症
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
約
２
割
の
患
者
さ
ん
が
頭
部

外
傷
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
が
50

歳
以
上
の
男
性
で
、
大
酒
家（
大
酒
飲
み
）・

年
齢
相
応
の
脳
委
縮
・
脳
梗
塞
の
予
防
の
薬

（
血
液
が
サ
ラ
サ
ラ
な
状
態
）が
危
険
因
子
と

な
り
ま
す
。
頭
蓋
骨
の
下
に
あ
る
脳
を
覆
っ

て
い
る
硬
膜
と
脳
と
の
ス
キ
間
に
血
腫（
血

液
の
塊
）が
貯
ま
る
病
気
で
、
血
腫
が
脳
を

圧
迫
し
て
様
々
な
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　典
型
例
で
は
頭
部
外
傷
後
に
数
週
間
の
無

症
状
期
を
経
て
頭
痛
・
嘔
吐
な
ど
の
頭
蓋
内

圧
亢
進
症
状
を
呈
す
る
ほ
か
、
片
側
の
運
動

障
害（
片
麻
痺
）や
し
び
れ
・
痙
攣
・
言
葉
が

う
ま
く
話
せ
な
い（
失
語
症
）・
ボ
ケ
や
意
欲

の
低
下
と
い
っ
た
精
神
障
害
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
神
経
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
は
年
代
に
よ
っ
て
か
な
り
差
が
み
ら

れ
、
高
齢
者
で
は
潜
在
す
る
脳
委
縮
に
よ
り

痴
呆
な
ど
の
精
神
症
状
・
歩
行
障
害（
片
麻

痺
）・
失
禁
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。
何
と

な
く
元
気
が
な
い
と
か
反
応
が
鈍
い
な
ど
の

ボ
ケ
症
状
だ
け
で
発
症
す
る
慢
性
硬
膜
下
血

腫
も
あ
り
、
ボ
ケ
症
状
の
進
行
が
速
い
場
合

に
は
慢
性
硬
膜
下
血
腫
を
疑
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
ボ
ケ
症
状（
認
知

症
）は
治
療
可
能
だ
か
ら
で
す
。

　治
療
は
穿
頭（
頭
蓋
骨
に
穴
を
開
け
る
）に

よ
る
血
腫
排
液
・
血
腫
腔
内
洗
浄
・
閉
鎖
式

血
腫
ド
レ
ナ
ー
ジ
と
い
っ
た
手
術
が
一
般
的

で
す
。
た
い
て
い
手
術
は
局
所
麻
酔
で
行
わ

れ
、
特
に
問
題
が
な
け
れ
ば
入
院
期
間
は
１

週
間
ほ
ど
で
す
。
手
術
に
よ
り
症
状
は
劇
的

に
改
善
し
、
後
遺
症
も
残
り
ま
せ
ん
。

　診
断
に
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
有

効
か
つ
必
須
で
す
。
頭
部
外
傷
の
覚
え
が
な

曜　日 診療科目 担当医師 備　考

月 内科・外科 佐藤正憲 午後３時まで

火 歯　　科 新妻　学

水 歯　　科 新妻　学

木 内科・外科 井坂　晶

金 内　　科 堀川章仁

問  0243-48-4710

診療日

最

く
て
も
、
症
状
が
気
に
な
る
方
や
身
近
に
気

に
な
る
方
が
居
る
場
合
は
専
門
医
で
の
画
像

検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

私たちのお医者さん

第12回　「劇的に改善するボケ（認知症）について」
　　　　佐藤　正憲 医師（さくらクリニック）

こんにちは。
大玉仮設診療所です！

広報とみおか　（12）

応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
の
県
内
民

間
賃
貸
住
宅
に
係
る
家
賃
等
返
還

（
遡
及
措
置
）受
付
終
了
に
つ
い
て

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
か
ら
借

上
げ
住
宅（
応
急
仮
設
住
宅
）に
入
居

す
る
ま
で
の
間
、
ご
自
身
で
負
担
し

た
家
賃
等
の
返
還
に
つ
い
て
の
申
請

受
付
が
、
左
記
の
期
日
で
終
了
と
な

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
県
外
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
た
方
又
は
、
東
京
電
力
株
式

会
社
に
す
で
に
賠
償
請
求
し
た

費
用
は
対
象
外
で
す
。
申
請
書

及
び
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は

福
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

　 http://w
w

w
cm

s.pref.

fukushim
a.jp/pcp_portal/

contents?CONTENTS_ID=40137

▼
申
請
受
付
期
限

　平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）必
着

※
郵
送
の
み
で
受
付
し
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　震
災
後
、
県
内
の
民
間
賃
貸
住

宅
に
入
居
し
た
後
、
新
規
受
付

　期
間
内
に
県
内
の
借
上
げ
住
宅

に
切
り
替
え
を
し
た
世
帯
。

▼
対
象
期
間

　平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
、
県

内
の
借
上
げ
住
宅
等
に
入
居
す

る
ま
で
の
間
で
県
内
の
民
間
賃

貸
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
期
間
。

▼
対
象
費
用

　対
象
期
間
内
に
対
象
世
帯
が
負
担

し
た
礼
金
、
仲
介
手
数
料
、
損
害

保
険
加
入
費
用
、
家
賃（
駐
車
場

代
含
む
）、
管
理
費
、
共
益
費

▼
郵
送
先
及
び
問
合
わ
せ
先

〒
９
６
０
–
８
６
７
０

　福
島
県
杉
妻
町
２
番
16
号

　福
島
県
建
築
指
導
課
分
室
２

☎
０
２
４
–
５
２
２
–
６
５
１
５

　（平
日
９
時
〜
17
時
）

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員

「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

（
大
学
卒
業
程
度
）の
お
知
ら
せ

　仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

▼
受
験
資
格

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　【イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）〜

４
月
14
日（
月
）

　

問い合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
・富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○楢葉分室（復旧課・復興推進課）
　〒979-0515　
　福島県双葉郡楢葉町大字上小塙字小山6-2
　FAX 024-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8026　
　福島県いわき市平字梅本15
　福島県いわき合同庁舎南分庁舎２階
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○富岡町役場連絡所（下郡山集会所）
　〒979-1132
　 福島県双葉郡富岡町下郡山字真壁327-1
　  ☎  080-5743-5409・
　       080-5743-5410
　FAX 0240-25-8804
○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

【
郵
送
又
は
持
参
】

平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）〜

４
月
２
日（
水
）

▼
受
験
申
込
方
法

　原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込

み
。
郵
送
又
は
持
参
用
受
験
申

込
書
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
又
は

人
事
院
東
北
事
務
局
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
第
一
次
試
験
日

　平
成
26
年
６
月
８
日（
日
）

問 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

 

　研
修
係

☎
０
２
２
–
２
６
３
–
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

お知らせ
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白銀の世界で冬の思い出作り　富岡小学校三春校

深めあう古里の絆　いわき地区「さくらの会」で新年会

　富岡小学校三春校は１月31日、磐梯
青少年交流の家で、震災後初めてとな
る「冬の体験活動」を行いました。
　児童たちは、応援に駆け付けた千葉
大学の学生らと「雪遊び」や「チーム対抗
の雪合戦・そり滑り」などにチャレンジ
し、大きな歓声を上げながら白銀の世
界を満喫していました。
　また、室内に場所を移して行われた
節分集会では、大学生扮する鬼が登場。
児童たちは〝自分の中の悪い鬼〟を追い
出そうと元気いっぱいの掛け声で豆を
まき、力を合わせて鬼を退治していま
した。

　雪が舞う厳しい寒さとなった２月
４日、かんぽの宿いわきにおいて、
いわき地区広域自治会「さくらの会」
（面川岩海会長）による新年会が行わ
れました。
　この日は、会員140人のうち半数に
上る約70人が参加。宮本町長と塚野
町議会議長が、町の状況などを踏ま
え挨拶したあと懇親会に移り、料理
やカラオケを楽しみながら時間を忘
れて親睦を深め合っていました。

楽しい冬の思い出を作った児童と千葉大生の皆さん

近況などを語り合った参加者の皆さん

ぴっ すとぴっく す

◇お詫びと訂正
　広報とみおか２月号６ページ「その他／東京電力の補償について課税となるもの」の記事
　に一部誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

　　誤：就労不能等に伴う損害（休業補償）対価性がないため一時所得に該当しません。
　　正：就労不能等に伴う損害（休業補償）対価性がないため一時所得に該当します。
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測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

37 小浜住宅団地内公園前 ２/19 3.41 5.74 
38 双葉環境センター ２/19 2.21 2.57 
39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） ２/19 3.52 4.49 
40 深谷集会所 ２/18 4.97 5.37 
41 赤坂神社前 ２/18 5.95 9.13 
42 太平洋ブリーディング前 ２/18 11.00 21.80 
43 みよし前交差点 ２/18 9.96 18.40 
44 富岡自動車学校前 ２/18 5.61 13.10 
45 リフレ富岡 ２/18 3.17 3.88 
46 東洋育成園前 ２/19 3.64 5.92 
47 富岡インター駐車場 ２/19 3.29 4.21 
48 上手岡児童館 ２/18 1.99 4.47 
49 下千里ライスセンター前 ２/18 2.53 4.41 
50 舘山荘前 ２/18 2.83 3.99 
51 夜の森つつみ公園 ２/18 3.95 4.01 
52 総合運動場東側駐車場 ２/18 4.44 6.76 
53 華の樹前 ２/18 5.07 6.16 
54 宝泉寺前 ２/18 2.93 5.16 
55 国道６号第二原発入口前 ２/19 1.14 1.70 
56 猪狩スタンド前 ２/19 1.03 1.60 
57 なべや駐車場前 ２/18 1.16 2.25 
58 大東銀行富岡支店前 ２/18 2.24 2.78 
59 富岡漁港 ２/19 0.50 0.51 
60 サンライズイン富岡前 ２/19 0.98 1.42 
61 福島富岡簡易裁判所前 ２/19 2.29 4.81 
62 ヨークベニマル富岡店前 ２/19 1.98 3.81 
63 今村病院前 ２/18 5.98 7.50 
64 福島銀行富岡支店前 ２/18 1.88 3.44 
65 龍台寺前 ２/19 2.09 4.05 
66 清水団地前 ２/19 2.28 3.20 
67 猪狩電気通信工業前 ２/19 2.18 2.94 
68 上郡消防屯所 ２/19 2.02 3.28 
69 岩井戸鉱泉 ２/19 0.96 1.34 
70 富岡工業団地 ２/19 1.23 1.14 
71 成沢の滝入口 ２/19 1.11 1.61 
72 沼名子橋 ２/18 2.00 3.10 

No. 測定場所 測定日 地上１ｍ 地上10cm

１ 下千里消防屯所 ２/18 2.46 4.38 
２ 上千里消防屯所 ２/19 1.70 2.36 
３ 杉内消防屯所 ２/19 2.21 3.19 
４ 第二工業団地入口 ２/19 2.45 2.39 
５ 高津戸集会所 ２/18 4.46 7.30 
６ 富岡第二中学校東側 ２/18 1.82 2.26 
７ 新夜ノ森集会所 ２/18 5.48 8.16 
８ 夜の森公園 ２/18 2.63 5.52 
９ 松の前待避所 ２/18 8.53 8.89 
10 小良ヶ浜集会所 ２/18 5.27 6.58 
11 町境（小良ヶ浜地区） ２/18 7.68 9.29 
12 深谷消防屯所 ２/18 5.79 6.46 
13 富岡町営野球場 ２/19 0.95 0.71 
14 観陽亭前 ２/19 1.09 2.35 
15 富岡合同庁舎西側 ２/19 2.82 3.07 
16 富岡養護学校 ２/19 3.56 7.53 
17 老人福祉センター ２/18 5.58 8.10 
18 夜ノ森駅 ２/18 5.12 4.99 
19 王塚集会所 ２/18 3.73 6.29 
20 諏訪神社前 ２/18 2.31 2.99 
21 上本町消防屯所 ２/18 2.80 3.78 
22 上本町集会所 ２/18 2.14 2.65 
23 リベラルヒルズ入口 ２/19 2.19 3.87 
24 赤木集会所 ２/19 1.70 3.70 
25 上郡山集会所 ２/19 1.46 2.00 
26 太田集会所 ２/19 1.03 1.34 
27 原下消防屯所 ２/18 1.09 1.51 
28 富岡駅 ２/19 0.76 1.76 
29 清水消防屯所 ２/19 1.87 2.68 
30 役場 ２/18 1.34 1.38 
31 浄化センター ２/19 0.47 0.55 
32 毛萱集会場 ２/19 0.48 0.43 
33 富岡保育所 ２/19 2.06 3.07 
34 中央児童館 ２/18 2.20 3.17 
35 栄町駐車場 ２/19 2.10 3.44 
36 岩井戸消防屯所 ２/19 1.36 1.62 

町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間放射線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/h）

測定日：平成26年２月18日（晴れ）～19日（曇り/晴れ）

ぴっ すとぴっく す

広報とみおか　（20）

大塚文洋さん（西原）　難関を突破し剣道７段に合格

温かいご支援に感謝いたします
全国の皆さまよりご寄付ならびに義援金をいただきました

　富岡町剣友会の大塚文洋さん（西原）が、過
日山形県で行われた剣道７段審査会において
合格率14.8%という狭き門を突破し見事合格
を果たされました。
　大塚さんは富岡一小１年生の時に富岡町少
年剣道団に入団。数々の大会で優秀な成績を
収められ、社会人となった昭和62年には富岡
町剣友会に入会し、全日本都道府県対抗剣道
優勝大会など大舞台で活躍されました。
　また、現在まで富岡町少年剣道団の指導者
として青少年の健全育成にもご尽力されてお
り、今後ますますのご活躍が期待されます。

　福島県浄化槽協会会長の大河原正一さんが
富岡町役場郡山事務所を訪れ、シクラメンの
植栽12鉢を寄贈されました。
　大河原さんは（財）総合住宅環境センターを
経営され、本町の応急仮設住宅の浄化槽維持
管理業務などでお世話になっており、今回は
避難生活が長期化する町民の皆さんの心の支
えになればとの思いからご寄贈いただいたも
のです。

7段に合格し、これからの活躍が期待される大塚文洋さん

齊藤副町長にシクラメンを手渡す大河原さん

義援金をいただいた企業・団体・個人名を掲載いたします
（平成25年11月～平成26年１月分 順不同・敬称略）

・これまで寄せられた義援金　　　　  ５億2,344万8,104円（１月末日現在）
・ 配分された額（国、県義援金は除く）  ２億3,994万円（１月末日現在）

カガヨシ　オサヤ　昔ながらのナポリタンズ代表須山智枝子（神奈川県）　井川自転車店（東京都）
オモイオモイの募金箱（東京都）　前澤化成工業株式会社北日本支店郡山営業所（郡山市）
セキヤ　浦木誠一（鳥取県）　安達道昭（鳥取県）　武山輝昭（鳥取県）　大井よさこいひょうたん祭実行
委員会（神奈川県）　澤　正明（大阪府）　サンブリヂグループ東洋海事工業株式会社代表取締役社長
橋本新平（東京都）　花水木こどもクリニック院長飯島謙次（埼玉県）　池嶋順子（鳥取県）　石井初美

（東京都）　廣川賢二　谷　康二（福島市）　村澤かをり（郡山市）　片山道男（大阪府）　橋本照機（東
京都）　クズヤシゲヒサ　株式会社ニック（福岡県）　新井里香（埼玉県）　ゴショウメヨシヒロ　三
島正之（岡山県）　公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所理事長西尾　勝（東京都）
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今月の表紙：「福は内、鬼は外！」
　町立富岡幼稚園で行われた豆まき会。悪い鬼を追い出
そうと元気一杯に豆をまく子どもたちに、鬼もタジタジ。
温かい春はもうすぐそこまで来ています。

この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

「昭和63年度富岡第二中学校同窓会」写真提供 宮本秀範さん（大菅）

　
　１月３日、「いわきワシン
トンホテル椿山荘」におい
て、富岡第二中学校の1989
年（昭和63年度）卒業生が、
厄払い並びに同窓会を行い
ました。
　今回は全国から約30人が
参加。久しぶりに同級生や
恩師と再会し、時間を忘れ
近況報告や昔話などに花を
咲かせました。

　富岡町では、東日本大震災の状況や人々の歩み、未だ復興の途上である町の姿を後世に伝え、震災
の記憶を無くさないために、東日本大震災に関する資料を収集しております。町民の皆さまが撮影し
た震災の記録（地震被害、津波、避難所での様子等を撮影した写真や動画）がございましたら、ご提供
賜りますようお願いいたします。

（１）応募要件
・スチールカメラ、デジタルカメラ、携帯電話、ビデオカメラ等で撮影し、ピントが合っている写真

または映像。
・写真データの場合は1枚あたりのサイズが１～３メガバイト程度、プリントの場合は写真専用の用

紙にプリントされたもの。枚数が多い場合や映像は、CD－RやDVD等にコピーしたものでも結構
です（記録用メディアが必要な場合は、下記担当までご連絡いただければお送りいたします）。

・現在お住まいになられているご住所、氏名、富岡町の行政区名、電話番号、撮影場所及び日時、　
その時の様子も併せてお知らせください。

（２）応募方法
　データの場合は下記アドレスへメールで、郵送の場合は下記までお送りください。
・メールアドレス　　tom0200-0@tomioka-town.jp（富岡町役場企画課）
・郵 送 先 住 所　　〒963－0201　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48－５
　　　　　　　　　　 富岡町役場郡山事務所内 企画課情報統計係（☎ 0120-33-6466）

（３）お送りいただく上での注意事項
・応募者本人が撮影したもので、市販の雑誌や映像メディア、You Tubeなどの投稿サイトにアップ

された写真や映像のコピーは不可とさせていただきます。
・ご提供いただいた写真や映像の使用権は富岡町に帰属し、町ホームページなどにも使用させていた

だきます。
・被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねます。写っている方の同意があるものとして使用させてい

ただきます。なお、写真や映像の返却はいたしません。
・郵送料はご負担ください。

東日本大震災関連写真データ　ご提供のお願い


